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	 近年，地球環境問題や自然災害の仕組みを学ぶ重要性が認識され，重要な地質遺産を識別し，そ
れを保全する活動がヨーロッパを中心に活発になってきた．その活動の一環としてのジオツーリズ
ムは，ユネスコの正式プログラムとなったジオパークの発展とあいまって，公衆への地質科学の啓
発とともに重要な役割を演じている．国内ではジオパークの活動が 2008年からスタートし，10年
目を迎える今年，8地域のユネスコ世界ジオパークを含む 43地域のジオパークが認定されている．
この期間の増加率は，ヨーロッパのどの国の増加率をも凌いでいる．しかしながら，重要な地質遺
産のサイト（ジオサイト）の評価について論じた論文はヨーロッパでは多く発表されているが，国
内では皆無であった．一方，構造岩石学研究室では長年にわたり中央構造線（以下 MTL）の運動
像や活動履歴，テクトニクスとの関連をテーマとしてきたが，都市部や第四系が広く分布する地域
ではその実態が必ずしも明確ではなかった．そこで，本研究では主に次の 2つのことを実施した．  
1．伊勢神宮を筆頭として歴史的にも文化的にも重要な都市部を含む三重県伊勢地域に焦点を絞り，
地表トレースが必ずしも明確でない MTL の位置について，限られた露頭と建設基盤コアの試料に
対して岩石学的記載を実施し，それを特定した． 
2．1の情報を基盤として，伊勢地域及びその周辺地域の重要なジオサイトを評価するために新たな
評価法を提案するとともに，この手法を用いて，伊勢地域及びその周辺地域の MTL を含む重要な
5つのジオサイトを抽出するとともに，その評価を実施し，その有効性を論じた．	  
	 本論文は次の 5章より構成される． 
第 1章では，本論文の研究の背景と目的が述べられている．また，ジオサイトの評価法についての
過去の手法がレビューされている． 
第 2章では，伊勢地域の地質概要がまとめられている．日本列島の地質の骨組を構成する付加体に
ついても触れられている．  
第 3章では，本論文の根幹をなす，伊勢地域の MTLの地表トレースの調査結果が記述されている．
西南日本の MTLはほぼ東西方向に延びているが，三重県多気町五桂池付近より東方には MTLの露
頭はなく，領家帯の花崗岩や和泉層群の露頭も存在しない．従って，その位置は露頭が限られてい
るために不明瞭であった．そこで，限られた露頭を踏査しながらその岩石を検討するとともに，建
築基盤コアを入手し，MTLの地表トレースの位置を決定した． 
・露頭調査：三波川変成岩の露頭は，調査地域西方ではほとんど存在しないが，伊勢市内では伊勢
神宮外宮の敷地や宮川沿いに露頭が存在し，東方では JR参宮線沿いやスーパーマーケット（イセ
トピア）の工事中に三波川帯の露頭が確認され，伊勢湾に面した二見地域では二見興玉神社と夫婦
岩に見事な露頭が存在する．一方，領家帯の露頭は伊勢市内では基盤岩を覆う前期中新世一志層群
高倉層の礫岩が，特に宮川の河原に広く分布する．そこで，本研究では中新世の礫の後背地として
中央構造線をまたがる地帯の露出状況を推定するために礫種組成を調査したところ，領家帯の花崗
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岩類やマイロナイトの他に，少量ではあるが三波川帯に相当する結晶片岩の礫も存在していること
から，すでに高倉層堆積時（18− 16Ma）には両方の基盤岩類が MTL付近に露出していたことを明
らかにした．  
・基盤コア調査 
（1）美和ロック工場敷地基盤コア：伊勢地域西方，玉城町に存在する美和ロック（株）工場の基
盤コアを入手し，観察した．その結果，北側が MTL 沿いの領家帯を特徴づけるウルトラマイロナ
イト，南側のコアに三波川変成岩が存在し，さらに敷地の東方大池付近にわずかに存在するウルト
ラマイロナイトや和泉層群の露頭の位置から，工場内の MTLの位置を特定することができた． 
（2）伊勢市内の基盤コア：今回の調査では伊勢市役所及び近鉄宇治山田駅前の観光文化会館の基
盤コアを入手し，顕微鏡観察を実施した．その結果，伊勢市役所の基盤コアは三波川帯に，観光文
化会館の基盤コアは領家帯に属することが判明した．また，これらのサイトの西側に存在する伊勢
神宮外宮や宮川沿いの中新統高倉層の露頭分布から，伊勢市内の MTLの位置が特定された．特に，
外宮では正殿（調査時は第 62回式年遷宮の前の位置）の前を MTLが通過することがほぼ明らかと
なった．また，市役所付近に存在する「岩淵」という地名も，MTL による断層崖を示唆するもの
として注目された． 
（3）三重県が web サイトで公開しているコアの基盤岩への到達深度の情報から，東に向かうにつ
れて三波川帯の基盤深度に対して領家帯の基盤深度がより深くなることを使って，MTL の位置を
大まかではあるが特定した．  
	 第 4章では，新たに開発されたジオサイトの評価法について提案している．評価項目としてジオ
ツーリズムに重要な 6 つの主項目を取り上げ，各々の項目について 3 つの副項目に分け，合計 18
の評価項目を，4段階で評価する手法を提案した．主項目は，教育的価値（Ved), 科学的価値（Vsc），
観光価値（Vtr），安全性とアクセス（Vsa），保全状況とサイトの持続可能性（Vcs），観光情報の整
備状況（Vti）である．これらをレーダーチャートの正六角形の頂点に時計回りに配列することによ
って，その右半分が自然の価値，左半分が人為的価値となり，さらに対角線を結ぶことにより，教
育利用価値，地質遺産としての価値，観光利用価値の強さを視覚的に評価することができる工夫が
なされた． 
	 第 5章は議論である．まず，第 2章で得られた MTL地表トレースの折れ曲りの意味を議論し，
次にその周辺で選定されたジオサイトについて，第４章で提案された評価法を適用し，その有効性
や課題について論じている． 
	 MTLの地表トレースの方向は，調査地域西方玉城町以西では N85˚Eであるが，その東方伊勢市
内から東方では N65˚Eへと変化する.この緩やかな MTLの折れ曲りは，日本海の拡大に引き続く中
新世の伊豆− 小笠原孤の本州孤に対する衝突の影響が伊勢地域にまで及んでいたことを示す． 
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	 ジオサイトの選定については，伊勢神宮の外宮や二見の夫婦岩，さらに御荷鉾帯のかんらん岩か
ら構成される朝熊山と，そこから見学できる伊勢湾における MTL 南側の島の直線的な配列，宮川
の中新世礫岩の露頭など，いずれも伊勢神宮と関わりのあるジオサイトが選定されている．さらに
鳥羽地域の安楽島海岸に見られるジュラ紀付加体（秩父帯）と黒瀬川帯の諸岩石，並びに鳥羽竜の
発見の地域などは，日本列島を特徴付ける付加体と地質多様性の説明を加えるための有益なジオサ
イトとして選択されている．しかしながら，これらは有名な観光地であるにもかかわらず，地質学
的な説明は申請者の調査をもとに作成した案内板や鳥羽竜の案内板を除くと，皆無と言って良い．
また，ジオサイトの評価法は相対評価であるため，評価者による結果の違いが生じ得るのが弱点と
なるため，地質研究者と地元のジオパーク運営の協議会メンバーなどが協力しながら評価を進め，
その弱点を見極めつつ，今後のジオツーリズムの充実に役立てられるものとしている． 
	 以上，まとめると，本論文では，伊勢地域の基盤地質のうち伊勢神宮外宮を貫くとされていた
MTL の位置を，精度よく決定した．またその情報を基礎として，ジオツーリズムに役立てるため
に重要なジオサイトを設定し，国内では初めてとなる新しいジオサイトの評価法を提案し，それを
設定されたジオサイトに適用してその有効性を吟味した．これらの検討には，地域地質学のみなら
ず，ジオツーリズムの今後の発展にも資する重要な貢献となることが期待される．以上より，本論
文は博士（理学）の学位論文として価値あるものと認める． 
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